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はじめに
　１　自己紹介
　　1944年、福岡県生まれ。小、中、高と北九州市で育つ
　　京都大学～同大学院～奈良大学専任講師～神奈川大学助教授、同教授、定年退職
　　現在は①研究・執筆活動、②講演活動、③地域で学習会「日本近現代史を学ぶ〈哲学堂白熱教室〉」を主宰
２　研究分野～日本近現代思想史、主に近代日本における国家と宗教の関係
  　　個別的には①国家神道研究、②天皇の代替わり研究、③海外神社研究
　 ①「『明治憲法体制』の確立と国家のイデオロギー政策－国家神道体制の確立過程」（『日本史研究』168号、1977年4月、日本史研究会1976年度大会報告）、後『展望日本歴史19　「明治憲法体制」』、東京堂書店、2002年2月に収録）
　 ②『天皇の代替わりと国民』（1990年11月、青木書店）
　　　※「代替わり」関係、論文目録参照
 ③『海外神社跡地の景観変容－さまざまな現在（いま）』（御茶の水書房、2013年3月）
　　※『若者は無限の可能性を持つ』（お茶の水書房、2014年4月）

Ⅰ　2016年「８・８天皇退位メッセージ」から今日に至る経過
　　　１　経過
　　　　 ①第1段階　2016年7月13日、NHK午後7時のニュース、
8月8日午後3時「象徴としてのお務めについての天皇陛下のお言葉」
（「お気持ち」、以下「８・８天皇退位メッセージ」と略）
②第2段階　二つの検討会議
〇2016年10月 「天皇の公務負担軽減等に関する有識者会議」

　　　　　　　　　　〇 2017年1月 国会衆参正副議長の下に検討の場を設けることを決定　
　　　　③第3段階　　「皇室典範特例法」の成立、「生前退位」が可能に
〇2017年5月、政府が「皇室典範特例法」（「天皇の退位等に関する皇室典
範特例法案」）を閣議決定、国会に提出、6月9日可決(6月16日公布)
　　　　　　　　　　〇「皇室典範特例法」＝皇室典範第4条に「天皇が崩じたときは、皇嗣が、直ちに即位する」。したがって天皇の「生前退位」のためには、「皇室典範」を改正するか、例外として「特例法」で対処するか。
　　　　　　　　　　〇与野党合意で「特例法」であるが、以後の天皇にも適用できるという合意
〇「皇室典範特例法」の中身
第1条で皇室典範の第4条の特例として天皇の退位と皇嗣の即位を実現
すると趣旨を述べる。
　　　　　　　　　　　以下、退位後の天皇は「上皇」、皇后は「上皇后」。次の皇位継承第一位の
秋篠宮を「皇嗣」とし（皇太子と同等の待遇を与える）
　　　　④第4段階　「政府の基本方針」決定
〇2017年12月、皇室会議開催（議長安倍首相）、退位日を4月30日とする。
　　　　 　　　　　〇2018年1月、「天皇陛下の御退位及び皇太子殿下の御即位に伴う式典準備委員会」（委員長菅官房長官、「式典準備委員会」と略）発足、
3月、政府の「基本方針」決定
　「基本方針」（「天皇陛下の退位及び皇太子の即位に伴う式典の挙行に関わ基本方針」）
A基本的な考え方について
　　　　〇憲法の趣旨に沿い、かつ、皇室の伝統等を尊重したもの
　　　　→憲法の趣旨より皇室の「伝統」を優先（後述）
　　　　〇「平成の代替わり」は現憲法下において十分に検討されたもの、基本的な考え方や
　　　　　内容は踏襲する
　　　　　→十分に検討されなかった（後述）
　　　　　B天皇陛下退位に伴う式典について
　　　　　　〇2019年4月30日に「退位の礼」として「退位礼正殿の儀」を国事行為として行う。
　　　　　C皇太子殿下の即位に伴う儀式について
　　　　　　〇「即位の礼」として
2019年5月1日、「剣璽 (けんじ)等承継の儀」を国事行為として行う
　　　　　　　　　　 　　同日、「即位後朝見の儀」を国事行為として行う。
　　　　　　　2019年10月22日、「即位礼正殿の儀」を国事行為として行う
　　　　　　　　　　　　 　同日、「祝賀御列の儀」を国事行為として行う
　　　　　　　　　　　10月22日以降に「饗宴 (きょうえん)の儀」を国事行為として行う
		　　　　10月23日、首相夫妻主催晩餐会
2019年（11月14日～15日）大嘗祭の挙行、公的性格を持ったものとして執行
※1989年12月21日閣議口頭了解（「即位の礼」・大嘗祭の挙行などについて）
　　　　 　Dその他
　　　　　　〇2019年2月24日内閣の行う行事として「天皇陛下在位30年式典」を国立劇場で行
う。（三浦大地氏、鮫島有美子氏らが記念演奏）
〇2020年（4月19日）「立皇嗣の礼」（文仁親王、現秋篠宮の「皇嗣」就任を国事行
為として行う
　　　　⑤第5段階　　現段階
2018年10月「式典委員会」（委員長安倍首相）、「大礼委員会」（委員長山本
宮内庁長官）発足
2019年3月19日第4回式典委員会、詳細が決まる
4月30日午後5時から「退位の礼」
　5月1日10時半から「剣璽等承継の儀」
　　　　　11時10分から「即位後朝見の儀」
　10月22日「即位礼正殿の儀」、195か国
　　　 23日首相夫妻主催晩餐会文化行事、野村萬斎氏が総合アドバイザー
２　「８・８天皇退位メッセージ」をどう見るか
３　「特例法」の成立をどう評価するか

Ⅱ　時代によって変化する代替わり儀式（講演のポイント１）
１代替わり儀式をなぜ挙行するのか
　　カリスマ性の弱い新王の権威づけ、
　２時代によって変化する
①私たちが日本の伝統だと思っている事の大半は明治以降の近代の産物!!
②「伝統の創造」、「創られた伝統」。スリコミから脱却を!!
③変化の二つの要因（規定するもの）
〇天皇の権力の在り方や強弱
〇その時代の支配的思想・文化・宗教
　３具体例１＝葬送儀礼（陵墓）の変化
①古代の「墳丘式陵墓」
　　　A大仙（山）（陵）古墳（仁徳天皇陵）等、百舌鳥古墳群
　　　B仏教の流入と隆盛により火葬が始まる、持統天皇（女帝）
　　　C天皇陵と寺院が一体化していく（陵寺の成立）。
　　②平安末期から近世にかけて、「堂塔式陵墓」の確立　寺院、僧侶が管理
　　　Ａ後一条天皇（1036年）菩提樹院という三昧堂が建てられる、菩提樹院陵
白河天皇（1129年）以降、仁孝天皇陵（1846年）に至る7百数十年の間、陵制の主流に
　　　B代表例、泉涌寺の月輪陵・後月輪陵（一つの拝所、25人の天皇・皇后の陵墓、5つの天皇
の灰所、9つの皇子や後宮の墓がある）。
江戸時代の13人の天皇の陵墓が集置。小規模で「陵」＝丘とは言えない。（PPT３～８）
　③近代における、「墳丘式陵墓」の復活と神式の葬儀へ
〇天皇の絶対的権力の回復、神仏分離、廃仏毀釈を経ての神道興隆政策、国家神道の成立
〇幕末の尊王思想、孝明天皇（1867年）の時、円墳式山陵が泉湧寺後方の山に造営、「墳丘式陵墓」の復活（後月輪東山陵）、
　　　〇明治天皇＝伏見桃山陵、昭憲皇后＝伏見桃山東陵（京都市伏見区桃山町）、以後大正、昭
和、「平成」と武蔵野墓地（八王子市）（PPT11～14）
　４具体例２＝即位儀礼の変化－大嘗祭の不執行と即位灌頂－
1 7世紀末、中国風の即位儀式の他に大嘗祭を創設、持統天皇から即位と大嘗祭の2本立て
②8世紀末、中国式の即位礼が本格的に挙行されるようになった平安初期の桓武天皇の即位
から践祚と即位の儀式が分離、践祚、即位礼、大嘗祭の三本立てとなる
践祚＝皇位の空白をおかない、間髪をいれず位に就く、三種の神器の継承
即位礼＝高御座に登壇、お披露目（政治的ショ－）としての性格
3 中世～近世初頭の大嘗祭の不執行・廃絶
室町時代、応仁の乱の前年1466年から近世初期の1687年（文正元）まで、この間9代221年間不執行。完全に復活したのは江戸時代中期の1738年（元文3）桜町天皇より
←天皇権力の衰微、財政的基盤なし
④即位灌頂 (かんじょう)の定着－仏教思想の影響
A灌頂＝古代インドの国王の即位等に行われた。灌頂水と呼ばれる水を即位する王の頭
上に注ぐ儀式。後、仏教儀式にも取り入れられる。
　　  　 B平安時代の末、院政期、仏法の興隆が王権の興隆に直結するという仏教的国家観（「王
法仏法相依論」）が意識されるようになると、即位式の中に仏教儀式が入ってくる
  C天皇は即位礼で高御座に登壇する途中、または登壇して大日如来（密教における本尊、　最高仏）の印相（智拳印）を結び密教の真言を唱える。
D天皇は大日如来と同一化し極めて高い宗教的な権威を得て高御座に登壇（天皇になる）
→本地垂迹説、神仏習合（大日如来は天照大神の本地）
　 　　　 E継続して行なわれるようになったのは伏見天皇（1288年）から孝明天皇（1847年）まで32代約550年間。明治天皇の即位時(1868年)に即位灌頂が廃止
　５具体例３＝即位時の服制（PPT15）
　　　①唐風（中国風）の装束、古代の律令制国家の成立から幕末の孝明天皇（1847年即位の礼）まで約1200年間
　冠＝冕 (べん)冠 (かん)（べんかん）、中国の皇帝、冊封国の王がかぶる（PPT16,17）。
　 服＝袞 (こん)衣 (え)（こんえ）、龍など12の絵柄が入った中国皇帝の衣服（PPT18～20）。
　併せて「袞冕 (こんべん)十二章」という。後醍醐天皇像（PPT21）　　
4 明治天皇の即位式時に廃止され、和風の衣冠束帯姿に
６　小括
　　　  Ａ天皇権力の在り方や支配的思想（唐・中国風、仏教思想）の定着により
　　　　Ｂ葬送儀礼（陵墓）が巨大な墳丘式陵墓から小規模の寺院、僧侶が関与する堂塔式陵墓へ
　　　　Ｃ即位儀礼においても大嘗祭の中断や即位灌頂の定着、また唐風の装束（袞冕十二章）
　　　　　※唐風（中国風）→律令制、前近代にあっては唐（中国）は最先端の政治的、文化的権威
⇔近代以降は欧米（イギリス、アメリカ）
　   
Ⅲ　近代日本の国家理念＝天皇制正統神話（講演のポイント２）
　　※近代の代替わり儀式、また今日の代替わり儀式の問題点を考える上で不可欠の知識
　１　日本における近代国家の特徴
　　　①神権的、絶対主義的天皇像の押し出し、そのための天皇制正統神話の創出
　　　②さまざまの装置、制度（伝統の創造）
　　　　〇宗教政策～神仏分離、廃仏毀釈政策、国家神道、〇教育政策～御真影、教育勅語、
〇一世一元制、〇行幸、〇祝祭日の制定＝五節句を否定して、天皇・宮中祭祀に関わる天
長節（天皇誕生日）、紀元節（建国記念の日）等
→元号制。中国から入る。皇帝は領土、人民だけではなく、時に流れも司る。皇帝の絶対
　性。「一世一元制」はその考えを究極まで高めたもの。さらに天皇の追号にそれを充て
　る。二重、三重に皇帝、天皇の絶対性を担保するもの。
→「今般改暦に付き、人 (じん)日 (じつ)、上巳 (じょうし)、端午、七夕、重陽の五節を廃し、神武天皇即位日、天
長節両日を以て自今祝日と定められ候事」（太政官布告1873年（明治６）1月4日）
　　２　天皇制正統神話（「神勅神話」）＝国家神道の教義）
　　　　近世の国学の誕生から幕末・維新期の復古神道や後期水戸学等を経て明治中期頃に成立
　　　①　神国日本の建国
　　　　Aイザナギ、イザナミ2神による国土の創生
　　　　Bアマテラスオオミカミ（天照大神＝皇祖）の誕生
　　　　C天孫（ニニギノミコト）降臨、高天原（天上界）から日向高千穂嶺
　　　　Dニニギの曾孫のカムヤマトイワレヒコの東征（神武東征）
　　　E大和橿原宮に即位して建国、初代神武天皇（皇宗）～現天皇「125」代　
　　　　→2月11日、「紀元節」・「建国記念の日」
　　　②　天照大神が授けた三種の神器
　　　　A八咫 (やたの)鏡 (かがみ)＝鏡
B草薙 (くさなぎ)剣 (のつるぎ)又は天 (あめの)叢 (むら)雲 (くもの)剣 (つるぎ)＝剣、
C八尺瓊 (やさかにの)勾玉 (まがたま)＝璽
　　　③　天照大神が授けた三つの神勅（三大神勅）
A天壌 (てんじょう)無窮 (むきゅう)の神勅（「神勅」）（『日本書紀』巻第二、神代下、第一の一書）
　　　　　「豊葦原の千五百 (ちいほ)秋の瑞穂の国は、是れ吾が子孫 (うみのこ)の王たるべき地なり。よろしく爾 (なんじ)皇孫 (すめみま)就 (ゆい)て治せ。行矣 (さきくませ)。寶祚の隆えまさむこと、當に天壌 (あめつち)と窮りなかるべし」
　　　　　⇒日本は神国、皇位の独占・排除、万世一系の皇位、国家の永遠性
[bookmark: _Hlk4043783][bookmark: _Hlk4043733]　　　　Ｂ斎 (いわいの)鏡 (かがみ)（宝鏡奉斎）の神勅、（『古事記』上巻、『日本書紀』巻第二、神代下、第二の一書）
　　　　　「此れの鏡は、専 (もは)ら我が御魂として、吾が前を拝 (いつ)くがごと、斎 (いつ)き奉 (まつ)れ」（『古事記』上巻）
⇒三種の神器の中の鏡の特別性⇒天照大神そのもの。伊勢神宮、宮中三殿の賢所(形代)
[bookmark: _Hlk4042900]　　　　C斎 (いわいの)穂 (いなほ)の神勅（『日本書紀』同上）
「吾が高天原に御 (きこしめ)す斎 (ゆ)庭 (にわ)の穂 (いなほ)を以て亦吾が児に御 (まかせ)せまつるべし」
⇒米（稲）の特別性＝新嘗祭、大嘗祭
※記紀の出典状況（PPT50）
　　　④　神勅は明治国家の政治的、精神的支柱の根本原理＝「神勅主権主義」、「国体」
　　　　A大日本帝国憲法「告文」＝「皇 (すめら)朕 (わ)れ天壌無窮の宏謨 (こうぼ)に循 (したが)い惟 (かん)神 (ながら)の寶祚 (ほうそ)を承継し…茲
　　　　　に皇室典範及憲法を制定す…」（宏謨＝大きなはかりごと）
　　　　B教育勅語
「朕 (ちん)惟 (おも)うに我が皇祖皇宗国を肇 (はじむ)ること宏遠に徳を樹つること深厚なり」
　　　　　「一旦緩急あれば義勇公に奉じ以て天壌無窮の皇運を扶翼すべし」
「斯の道は実に我が皇祖皇宗の遺訓にして…」
　　　　　⇒「祖宗」、「皇祖皇宗」
　　　　　　「祖」・「皇祖」＝天照大神、「宗」・「皇宗」＝「初代」神武天皇
　　　⑤国民の中に普及　大江真道氏（日本聖公会司祭）提供『生徒教典』（今の生徒手帳）　
様々な勅語・勅諭の大前提として三大神勅が置かれている（PPT22，23）

Ⅳ　近代の代替わり儀式―「登極令」（附式）
　１　近代代替わり儀式の「法制」
　　　法制的には皇室典範（1889・明治22年）と即位儀礼に関しては登極令（1909・明治42年）
等、葬送儀礼に関して皇室喪儀令、皇室陵墓令（1925・大正14年、実質は明治末年に出来
上がる）などによって定式化。
２　皇室典範（1889年）
①第1章　皇位継承
　　第1条　大日本国皇位は祖宗の皇統にして男系の男子之を継承す
　　第2条　皇位は皇長子に伝う
②第2章　践祚即位
　　　　　　第10条　天皇崩ずるとき皇嗣即ち践祚し祖宗の神器を承く
　　　　　　第11条　即位の礼及大嘗祭は京都に於いて之を行う
第12条　践祚の後元号を建て一世の間に再び改めざること明治元
年の定制に従う
３　登極令（1909・明治42年）に見る即位儀礼
　　①近代の即位儀礼の三つの特徴
　　　〇神仏習合的また中国（唐風）の即位儀式を廃止し、天皇制正統神話にもとづくものに。
〇近代国民国家の理念を受けて国民統合の意味を重視したこと。
〇それらの原則を維持しつつ同時に皇室儀礼の欧風化（「互換性」、国際化）をしたこと。
②即位儀礼の二分化（即位礼と大嘗祭の連続挙行）
　　　〇これまで「践祚」「即位礼」「大嘗祭」→「践祚」と「大礼」（大典）
　　　〇「大礼」（大典）＝「即位礼」と「大嘗祭」を「秋・冬の間」に連続して挙行
⇔明治天皇＝践祚1866年、即位礼1868年、大嘗祭1871年
　　　〇（前天皇の死去）－「践祚」－「御大喪」－「御大礼（大典）」（「即位の礼」と「大嘗
祭」）
４　登極令に規定された具体的儀式１＝「践祚 (せんそ)」（資料１参照）
①「践祚」＝新天皇が間髪を入れず即位する儀式（「践祚」＝即位と同義）。
四つの儀式。「賢所 (かしこどころ)の儀」、「皇霊殿・神殿に奉告の儀」、「剣璽渡御の儀」、「践祚後朝見の儀」
②前二者の意味を理解するには「宮中三殿」の意味を理解
〇「宮中三殿」＝「賢所」を中心に左右に「皇霊殿」と「神殿」（PPT25,26）
〇「賢所」は皇祖神である天照大神を祀っているところで、「三種の神器」の鏡は伊勢神宮
に奉斎、その聖なるレプリカ（写、形代）を奉斎。← 斎 (いわいの)鏡 (かがみ)（宝鏡奉斎）の神勅
〇「皇霊殿」とは歴代の天皇・皇后・皇族の霊を祀っているところ。幕末までは歴代の天皇は位牌という形で仏式で祀られ、京都御所清涼殿の「黒戸 (くろど)」に安置. 
〇「神殿」とは古代の神祇官神殿（八神殿）に祭っていた八神を天神地祇（八百万の神）に合祀して祀っているところで、これも近代になって創られたもの。
〇このように「宮中三殿」の枠組みは、皇祖神」である天照大神を頂点に、皇霊及び天神地祇を包摂するという天皇制正統神話の理念を表す。
　　　〇資料１でみるように「大礼」の始まりも終わりも、その中の「即位の礼」も「大嘗
祭」もこの「宮中三殿」の儀式、中でも「賢所」の儀式で始まり「賢所」の儀式で終っ
ている。登極令附式に見る30の儀式の内、「宮中三殿」関連の儀式は実に３分の１に当
たる９（11）の儀式（資料１）。天皇制正統神話の核心中の核心の儀式であることを示す。
国事における宣戦や講和、あるいは皇室の結婚などの重儀もまずここで行われる。
5 「剣璽渡御の儀」＝三種の神器の、剣と璽（勾玉）を前の天皇から新天皇の下に移す儀式
しかし「賢所の儀」が同時並行的に行なわれる。＝三種の神器に関わる儀式
〇皇位継承権のない女性皇族の出席（陪席）は許されていない。6人の男性皇族（PPT27）
④「践祚後朝見の儀」＝践祚した（神器を受け継いだ）新天皇が文武の高官を引見する儀式
　５　登極令に規定された具体的儀式２＝「即位礼」（資料１）
　　①「宮中三殿」の儀で始まり（PPT28、29）、「賢所御神楽の儀」で終わる。
　　②中心的儀式は「即位礼当日紫宸殿の儀」（戦前は京都の紫宸殿で行われた）
〇「践祚」によって即位した新天皇が一定に時間をおいた後、改めて即位を宣言する儀式。内外の賓客を招いて大掛かりに行うショー的な儀式。
〇立纓 (りゅうえい)の冠をかぶり、黄櫨 (こうろ)染御袍 (ぜんのごほう)に身を包んだ新天皇が「高御座 (たかみくら)」に「剣璽」を伴って登壇、（同時に皇后も御五 (おんいつつ)衣 (ぎぬ)・御唐 (おんから)衣 (ぎぬ)・御裳 (おんも)を着けて「御帳 (みちょう)台 (だい)」に登壇）
〇天皇が即位の宣言をしたあと、総理大臣が高さ6.5ｍもある「高御座」の前で仰ぎ見る形
でお祝いの言葉（寿詞）を述べた後、庭上に降りて万歳三唱をする。
〇この「高御座」は大正天皇の即位式の時に作られたもので、「天つ高御座」を表象したも
の。「即位の礼の淵源は天照大神が皇孫…瓊瓊 (にに)杵 (ぎの)尊 (みこと)を天つ高御座に則かしめられ、天璽の神
器を授け給ひて、瑞穂国統治の神勅を賜ひたるに由来す」（『昭和大礼要録』（大礼記録編纂
委員会、224頁、1931年6月）（PPT30～36）
　　　
　６　登極令に規定された具体的儀式３＝「大嘗祭」（資料１）
　　①「宮中三殿」に関する儀式等6つの儀式
②中心的儀式は「大嘗宮の儀」
[bookmark: _Hlk4000579]③悠紀殿 (ゆきでん)供饌（夕御饌）の儀と主基殿 (すきでん)供饌（朝御饌）の儀という２つの儀式。同じ儀式が時
間と空間をずらして行われる。（PPT37～39）
→「平成大礼」＝悠紀殿供饌18時半～21時半、主基殿供饌零時半～3時半（約3時間）
④新穀を以て御饌・御酒を造り、其の他の神饌とともに天皇自ら天照大神及び神々に捧げ、併せて天皇自らも食する親祭で至上の神事とされているものである。
⑤新穀は亀朴によって定められる悠紀、主基の二つの斎田より収穫（PPT40）。
悠紀地方は京都以東以南、主基地方は京都以西以北（前回は秋田県と大分県）。全国支配
⑥天皇はこの共食の儀式（「神人共食の儀式」）において天照大神と「御一体」となる、あるいは
天照大神の「霊徳をお承けになる」、即ち聖化される。→「斎庭の稲穂」の神勅
「実に大神と天皇が御一体におなりあそばす御神事」（1943年、国民学校初等科修身第四）
⑦ただし、もう一つの神座（マドコオブスマ、『日本書紀』巻第二，神代下、第9段本文、第
4、第6の一書）を巡って天皇霊の継承や聖婚説など「共寝の儀式」の説もある。（PPT41
～44）
　　⑧大嘗祭の挙行にはこの斎田の決定（点定）から収穫まで、一年近くの継続的準備が必要。
　　⑨大嘗宮（悠紀殿、主基殿）は儀式終了後、破却、焼却
７　登極令に規定された具体的儀式４＝「大饗 (だいきょう)」
　　　①もともとは「節会 (せちえ)」と言って、大嘗祭の儀に続いて辰・巳・午の三日間に亘って行なわれた
賜宴で、神事の後の直会的性格を持つものである。皇族や文武の高官、外国使臣及びその婦人が対象
②登極令では「即位の礼」と「大嘗祭」を連続して行なうようになったため、両儀式を含めた二日間の賜宴となり「大饗」の名称が用いられるようになった。
③第一日目は大嘗宮で供されたものと同じ白酒・黒酒がだされ、また久米舞や悠紀・主基地方の風俗舞などの舞楽も供された。
④また近代の「代替わり儀式」の国民統合的要素として、登極令では以上の中央の賜宴とは別に、第一日目に全国の地方庁所在地を中心に「地方賜饌」も行われ27万8千人が参加した。

まとめ
近代の登極令に規定された「代替わり儀式」は、国民統合的側面や国際化といった側面を含み
ながらも、それまでの伝統的な即位儀式にあった、神仏習合的要素や唐風（中国風）の要素の
濃い「代替わり儀式」を否定して、天照大神の分身である鏡を祀る「賢所の儀」を含む「宮中
三殿」での儀式、三種の神器の継承である「剣璽渡御の儀」、ニニギノミコトが「髙天原」から地上界に降臨する際の玉座「高御座」への登壇、「斎庭稲穂神勅」に由縁を持ち、神人共食の儀式で天皇が聖化される「大嘗祭」の執行など、天皇制正統神話を目に見える形で演ずる、可視化する儀式であると言える。
　　まさに「いはば近代日本の建国神話の再現が近代の御代替わり」（茂木貞純国大教授、『神社新
報』2018年9月3日）なのであった。
また、そのことにより、この神話をインプットする国民統合の大きな機会となった。

Ⅴ　昭和天皇から明仁天皇への代替わり（「平成の代替わり」、1989年～90年）
　　１　戦後の国家理念の転換（「国のかたち」、「国制」の転換）
　　　絶対主義的・神権的天皇制の否定、天皇制正統神話の否定、これに変わって、国民主権、基
本的人権の尊重、政教分離、平和主義、国際主義など普遍的理念の重視
　　①「神道指令」（国家神道の解体）1945年12月
　　　〇「国家指定の宗教の祭式に対する信仰、信仰告白の直接的間接的な強制から日本国民解放するために…」（神道指令の一）
　　　〇「日本政府、都道府県庁、市町村、あるいは官公吏、属官、雇員等で、公的資格において神道の保証、支援、保全、監督ならびに弘布をすることを禁止する。…」（神道指令の一のイ）
②「天皇の人間宣言」（「新日本建設に関する詔書」、1946年1月1日）
　　　〇「朕と爾等国民との紐帯は、終始相互の信頼と敬愛とに依り結ばれ、単なる神話と伝説とに依りて生ぜるものにあらず。天皇を以て現御神とし…架空の観念に基くものに非ず」
③「日本国憲法」（1946年11月公布）
　　〇「ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する」（前文）
〇「天皇は、日本国の象徴であり日本国民統合の象徴であって、この地位は、主権の存する日本国民の総意に基く」（第1条）
　　　④日本国憲法第二〇条【信教の自由】）
〇「信教の自由は、何人に対してもこれを保障する。いかなる宗教団体も、国から特権を
受け、又は政治上の権力を行使してはならない。」（第1項）
「何人も、宗教上の行為、祝典、儀式又は行事に参加することを強制されない。」（第2
項）
「国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗教的活動もしてはならない。」（第3項）
※89条「公の財産の支出又は利用の制限」「公金その他の公の財産は、宗教上の組織若
しくは団体の使用、便益若しくは維持のため…これを支出し、又はその利用に　供してはならない」
　　　⑤「教育勅語排除に関する決議」（衆議院、1948年6月）
〇「根本的理念が主権在君並びに神話的国体観に基づいている…
⑥したがって、現行法制（皇室典範）では「代替わり儀式」については「即位の礼」と「大
喪の礼」の二つしか規定していない。
　　〇「皇位の継承があったときは、即位の礼を行う」（第24条）
　　〇「天皇が崩じた時は、大喪の礼を行う」（第25条）
即ち、旧皇室典範にあった「践祚」や「大嘗祭」は規定されず。「三種の神器」（祖宗の
神器）受け継ぎや元号（一世一元制）も規定されず。
　　　　→元号法（1979年6月）第1項「元号は政令で定める」、第2項「元号は皇位の継承
があった場合に限り改める」
２　従って、新憲法下初の代替わりであった「平成の代替わり」は戦前の旧皇室典範、登極令に基づくものではなく、全く新しい儀式・行事が考案され、行なわれるべきであった。
ところが、
①1988年9月26日、昭和天皇が重態に陥った時、野党が儀式について質問
　　「こういう時期なのでひたすらご回復を祈っている段階であり、レクチュアは勘弁してほしい」
2 ところが、平成の代替わりの際、皇位継承に伴う諸儀式が消滅しかねない危機を感じた神
社界が行なった「関係省庁への周知と説得活動が奏功して…なんとか戦前の旧皇室典範及び皇室令に準拠した形」で行う事が出来た（『神社新報』2018年1月15日号）。
3 1989年1月7日　昭和天皇逝去（6時33分）、現明仁天皇が皇位継承。臨時閣議を開き旧登極令の「剣璽渡御の儀」を「剣璽等承継の儀」「践祚後朝見の儀」を「即位後朝見の儀」と名称を若干変えて国事行為として行う事を決定、
同日午前10時から「剣璽等承継の儀」を国事行為として行う。天皇の逝去から「剣璽等承継の儀」までわずかに3時間半、開かれた議論は全くなく、旧登極令に準じた儀式がおこなわれた。
　⑤また、9日午前11時「即位後朝見の儀」が国事行為として行われる。
  ⑥この間、旧登極令に定められた「賢所の儀」「皇霊殿・神殿に奉告の儀」も皇室行事とし
て行われ、さらに元号も7日の午後の閣議で「平成」と決定された。
⇒このように、開かれた議論は全く行われず、新皇室典範では定められなかった「践祚」の儀式が旧皇室典範・登極令どおりに行われる。
　政府の論理は唯一、皇室典範に規定されている「即位の礼」の一環と拡大解釈して合法化。
⑦翌年・1990年の「即位の礼」や大嘗祭に関してもこの方向性は引き継がれ、新皇室典範では規定のない「大嘗祭」が「即位の礼」の一環として拡大解釈され、位置づけられて挙行された。また、それらの儀式の細部もほぼ戦前の登極令に準拠して行なわれた。
⇒たしかに、1989年9月に森山内閣官房長官を委員長とする「即位の礼準備委員会」が設置され、その中で有識者のヒアリングを含めた検討が行なわれたが、11月7日の第1回ヒアリングの当日、各紙朝刊は一斉に「即位の礼」・大嘗祭に関する政府原案（後にほぼその通りに決定）を報道したように、それは形だけのもので、昭和天皇の死去直後の旧登極令の「践祚」に倣った儀式の挙行が事実上それ以降の「大礼」（「即位の礼」と「大嘗祭」）の方向性を決めてしまった。
⑧こうして、戦前の神権的・絶対主義的天皇制のもとで新しく考案・創設された天皇制正
統神話に基づく戦前の代替わり儀式である、「践祚」・大礼（「即位の礼」「大嘗祭」）が
ほぼそのまま復活。（資料１，２）
　　　　⑨但し、さすがに戦前の登極令と全く同じやりかたは出来ない。
いくつかのごまかし、糊塗を行う
A言葉の修正
　　　「剣璽渡御の儀」→「剣璽等承継の儀」
　　「践祚後朝見の儀」→「即位後朝見の儀」
B儀式の細部の手直し
　　　即位の礼で総理大臣の「万歳三唱」庭上から殿上へ、服装もモーニング姿で
　　　中庭の「神武東征」にまつわる八咫 (やた)烏 (がらす)や霊鵄 (れいし)を意匠とした旗（旛）は廃止
　　　　　ア宗教的性格が薄い又は薄いと強弁できる儀式を国事行為として執行（内閣管轄）。
イ宗教的性格の濃い行事を皇室行事として位置づけて執行（宮内庁管轄）。
　⇒しかし、30余の儀式は「賢所に期日奉告の儀」に始まる一連の儀式で切りはなすことはできないもの。
　　例えば国事行為として行われた「即位礼正殿の儀」（登極令・戦前の儀式では「即位礼当日紫宸殿の儀」）と皇室儀式として行われた「即位礼当日賢所大前の儀」は「一体にして分かち考ふべきものにあらず」（『昭和大礼要録』223頁）
ウさらに、大嘗祭については（1989年12月21日閣議口頭了解（「即位の礼」・大嘗祭の挙行などについて）の別紙）
〇「大嘗祭の意義」＝「稲作農業を中心とした我が国の…収穫儀礼に根ざしたもの」で、「天皇が即位の後、初めて…新穀を皇祖及び天神地祇にお供えになって自らもお召し上がりになり」、「皇祖及び天神地祇に対して安寧と五穀豊穣などを感謝されるとともに、国家・国民のために安寧と五穀豊穣などを祈念される儀式」で、「皇位の継承があったときは、必ず挙行すべきものとされ、皇室の長い伝統を受け継いだ、皇位継承に伴う一世に一度の儀式」
〇「大嘗祭の儀式の位置づけ」＝「この趣旨・形式等からして宗教上の儀式としての性
格を有すると見られ」、「国がその内容に立ち入ることはなじま」ず、「大嘗祭を
国事行為として行う事は困難」。
　　　　　　　〇「大嘗祭の費用」＝しかし、「大嘗祭は」「皇位の世襲性をとる我が国の憲法の下
においては」、「国として深い関心を持ち、その挙行を可能にする手立てを講ずる
ことは当然」。「その意味において、大嘗祭は、公的性格があり、大嘗祭の費用を
宮廷費から支出することが相当である」。
　　　　⇒こうして、大嘗祭を宗教上の儀式としての性格を有するとしながら、費用を宮廷費から支出（⇔昨年末の秋篠宮発言）
⇒ここで注目すべきは大嘗祭における、天皇の聖化・神格化の機能がすっぽりお
とされていることである。「神隠し」「隠蔽」
　　　　※宮内庁関係の予算。大きく皇室費と宮内庁費に分類、さらに皇室費は内廷費と宮廷費と皇族費に分けられる。内廷費と皇族費は内廷（天皇一家）及び皇族の私的生活のために使われる費用（宮中祭祀を含む）で使い切り、会計報告不必要。宮廷費は天皇家・及び皇族の「公的」活動に使われる費用で会計報告が必要。因みに2016年（平成28）度予算では内廷費3億2千万、宮廷費55億4千万、皇族費2億2千万、宮内庁費109億3千万円（百万以下切り捨て）
　　　　※憲法第2条の皇位の世襲制と信教自由規定の整合性を図るための工夫（矛盾、苦肉の策）
エまた、最も重大な問題。説明では、国事行為ではなく皇室行事とされた、大嘗祭以
外の他の宗教儀式（神事）は通例の通り、私的な性格を持つ「内廷費」から支出さ
れたと思われていたが、「皇室儀礼」としながらも「大礼に関する儀式」という新
たな概念を被せて、全て公的性格を持つ宮廷費から支出された。→宮中祭祀・神事の「公的祭祀化」
　３　このようにして行われた「平成の代替わり」をほぼそのまま踏襲して、来年の代替わり儀式が行われようとしている（資料３）。

Ⅵ　国民主権下の象徴天皇制にふさわしい儀式を
　１　「Ⅴの1　戦後の国家理念の転換」で見たように、1945年の敗戦によりさまざまな曖昧さを残しつつも「国のかたち」、「国制」は大きく転換した。それにふさわしい代替わり儀式を。
①大きな変革は難しい、無理か？
〇今回の「生前退位」そのものが、光格天皇から仁考天皇への譲位（1817年）以来約200
年ぶりの改変であり、
　 〇現天皇夫妻の葬儀は土葬ではなく火葬で行い、陵墓も僅か20％であるが縮小することがす
　　でに2013年に決まっている。この火葬は後光明天皇の葬儀（1654年）以来、約350年ぶ
りの改変、戦前の皇室陵墓令や「平成の代替わり」の理念とは異なる。
　　　〇このように旧登極令や「平成に代替わり」とは大きく異なる事が現実に行われようとしている。
      〇大きな変革も無理ではない。（但し、いずれも天皇の「イニシャチブ」より始まる）
２　次善の策として、国民主権や信仰の自由・政教分離原則等を少しでも近づける立場からの
改変。例えば、
　　①「剣璽等承継の儀」
　　　A国事行為ではなく、私的な皇室の行事として行う
　　　B「剣璽等承継の儀」を「国璽御璽等承継の儀」にする
政府は憲法の理念よりも「伝統」を優先（PPT45,46）
→政府の方針批判の中で大嘗祭の批判は多いが、この「剣璽等承継の儀」については批判が弱い。しかし、ある意味ではこの儀式こそ、「国のかたち」「国制」を象徴するものであり、核心である。
　　　Cこの儀式に女性皇族の陪席を認める
　　②大嘗祭
　　　A皇室行事とする（内廷費の使用）。今回の秋篠宮発言（『毎日新聞』2018年8月25日スクープ、11月30日53歳の誕生日記者会見）
　　　　宗教的行事、内廷費の使用、身の丈に合ったものに（新嘉殿での挙行）　
B大嘗宮（悠紀殿、主基殿）の新設をやめ、毎年の新嘗祭を行っている常設の神嘉殿で行う。すでに高松宮（1987年2月逝去）も同じ発言（永田忠興「左遷された『昭和天皇の忠臣』、インタビュア斎藤吉久、『文藝春秋』2012年2月号」）
　　　　二日間の行事だけに建設費用だけで約十数億円（前回）。儀式が終われば焼却する。
　　③そもそも、どうして「即位の礼」を5月1日と10月22日の2回やる必要があるのか。
　 ３　平成の代替わりより「後退」する恐れ
　 　①安倍政権の「戦前回帰」的性格
②日本会議、神道政治連盟、神社本庁、神社新報社「時の流れ研究会」の影響力の強さ
　〇「…御代替に関する諸儀式については、皇室の伝統を踏まえ、かつ皇室制度上で最も整
備された旧登極令等の規定に準拠することを第一に執行されるべきである。」（『神社新報』、
　　　 〇「前回の実績を既成事実として、幾つプラスできるか。民間とくに神社界は責務としてと取り組まなければならない」（大原康夫『神社新報』180910）
　
[image: ]

　④影響
　　　〇「平成の代替わり」と異なり、十分な検討時間があったにも関わらず、早々に「平成の代替わり」を踏襲する「基本方針」を決定（2018年3月）。→「特例法」の成立（2017年6月）
〇退位儀式の過剰な宮中祭祀・神事の執行（上表、「『退位の礼』関係諸儀式表」を参照）
　「二重の意味での創作」
〇秋篠宮の「聞く耳をもたない」発言
　「８・８天皇退位メッセージ」の後、2016年9月、風岡長官が退任、山本信一郎宮内庁
長官（元次官）、西村泰彦次官（元内閣危機管理官、警察官僚）が就任
〇新元号の発表（政令の公布）の時期
本来は最低半年前決定する予定（特例法の付帯決議）。それが1か月前の4月1日にずれ込む←神社界、日本会議関係の圧力、元号＝新天皇の即位とセットであるべき
　４　国民的関心の弱さ
①「良い天皇」意識、護憲派のイメージ
NHKが5年毎に行っている「日本人の意識調査」での直近の値（2013年）１位は「好感」
で35％、２位は「尊敬」が急増して34％、３位は「何とも感じず」が急減して28％、４位
は「反感」で横ばいの１％。
ちなみに「平成の代替わり」の直近の1988年の値では一位は「何とも感じず」で47%、2位は「尊敬」28%、3位は「好感」で22％、4位は「反感」２％。
昭和天皇と現天皇に対する国民の感じ方が大きく変化、
また、現在の天皇は護憲、平和主義者であるという評価がリベラル、革新勢力の中にも
⇔昭和天皇の時は軍国主義、戦争責任の問題があった。
　しかし、儀式を執行するのは安倍政権である。
②経済的にはグローバル、新自由主義経済の展開の下で、低成長・格差社会、東アジアにおけ
る経済的・政治的地位の低下、及び「安全保障環境の激変」、国内政治的には安倍自民党一
極支配の下で
　⇒自国のみを愛し誇る気分、神話や祭り・伝統文化と言われているものへの親和性・回帰、スピリッチャル・霊的なものに対する関心、あるいは少なくともそうした物への拒否感が弱くなっている。自己のアイデンティティーを日本国（民）や日本の伝統や日本文化に委ねる。これに対抗するものに対して激しい敵意、拒否感を普通に持つようになっている。
　　「平成の時代」は日本が「没落した」時代（内田樹）、その裏返し、それ故に。
⇒「何々女子」の叢生、「クールジャパン」、「日本よいとこ」・「誉め本・番組」の隆盛
　　　⇒国会で八紘一宇、神武天皇、教育勅語等が飛び交う状況
　　　　柴山昌彦文科大臣の教育勅語にかんする発言「問題だ32％、問題でない38％」（朝日世論調査、『朝日新聞』181016）
　　③対抗勢力の弱体化、前回と大きな違い。社会党・土井委員長「山が動いた」

　おわりに
①個別的には例えば自民党の2012年憲法改正草案に
　　　第1条「天皇は、日本国の元首であり…」
　　　第4条「元号は、法律の定めるところにより、皇位の継承があったときに制定する」（新設）
　　　第6条第5項「第1項及び第２項に掲げるもののほか。天皇は、国又は公共団体が主催す
る式典への出席その他の公的な行為を行う」（新設）
第20条第3項「国及び地方自治体その他の公共団体は、特定の宗教のための教育その他の
[bookmark: _Hlk4093539]宗教的活動をしてはならない。但し、社会的儀礼又は習俗的行為の範囲を超えないもの
については、この限りでない。」（太字部分新設）
⇒憲法改悪の下ならし
　〇「特定の」という言葉を入れることにより、宮中祭祀は特定の宗教ではないと、政教
分離規定の対象からはずす意図
　　　　　　〇「社会的儀礼又は習俗的行為」ということで、宮中祭祀への参加や靖国参拝の違憲
性をなくす
⇒「即位の礼・大嘗祭違憲訴訟」（2018年12月提訴）
　　前回の「平成の代替わり」では一つの「国家賠償訴訟」（大阪）と4つの住民訴訟（大分、
　　鹿児島、神奈川、東京）。
住民訴訟の方は知事等の儀式へのかかわりは「社会的儀礼」であるといずれも敗訴。国
賠償訴訟の方も大阪高裁で敗訴したが、大嘗祭について「政教分離規定に違反するので
はないかとの疑義は一概に否定できない」とし、即位の礼についても「現憲法の国民主
権原則の趣旨にふさわしくないと思われる点がなお存在することも否定できない」と
指摘
③
　　　〇「代替わり儀式」とは日本の国がどのような国であるか、その時代の国家社会の在りよう
を何十年に一度、大々的に凝縮して内外に示すものだとするならば、今回予定されている
ような「代替わり儀式」を行わせることは安倍改憲・安倍政治に横たわっている戦前回帰
的な理念を容認し、国の内外にそれを示すことになる。まさに戦前と戦後の違いを曖昧に
する「明治150年」史観の容認に繋がる。
　　　〇1945年の敗戦以降、私たちは、また日本の国家・社会は戦前とは異なる理想、夢、物語
を抱いて歩んできたが、その歩みの死を宣告されるようなものである。
④憲法9条に改悪に反対する多くの団体・個人が、憲法の理念に真っ向から対立する今回の「代替わり儀式」について大きな関心を持ち、まずそれぞれの団体や個人で批判・抗議の声明を出すことが早急に求められているのではないでしょうか。
　ポイントは3つ
〇「代替わり儀式」は天皇のあり方や時代思潮によって大きく変化するものである。
　〇政府がいう伝統とは、150年前に近代になって創られたものである（「創られた伝統」）
　〇「国民主権」、「政教分離」という憲法の原則に相応しい即位儀礼を。
　　⑤これに付け加えるならば、多額の経費の問題も（PPT47，48）
　　　〇「平成の代替わり」時と比べて123億９千万から160億８千万、29.8％の増）
　　　〇　皇嗣となる秋篠宮邸の改築工事に33億円、仮住まい新築費用10億円
　　　〇退位した天皇、皇后の仮住まい（高輪皇族邸、旧高松宮邸）の改築費用
　　　　8億４千万（のち５億円代に減額）
　　　〇日本世論調査会（『東京新聞』2019年1月3日付け）
　　　　「費用を前回並みに抑えるよう、儀式を簡素化するべきだ」36.9％
　　　　「費用を最小限に抑えて、できるだけ簡素な儀式にするべきだ」33.5％
　　⑥　新元号「令和」の決定
　　　〇もともと「生前退位」に反対していた安倍政権であるが、それが不可能と判断した
段階以降、逆にこの元号の決定を含む「代替わり」を安倍政権浮揚に最大限利用する。
　　　　→元号決定以降の世論調査では軒並み数％の上昇。
　　　　→統一地方選挙前半戦、福岡、島根、大阪を除き、北海道を含む首長選挙、府県会議員選
挙、政令市議会選挙において堅調な伸び
　　　〇国書、『万葉集』からの出典
　　　　「おわりに」で述べた「伝統」「日本文化」指向に乗ったもの
　　　　しかし、冷静に見ると、万葉仮名による歌の部分ではなく、漢文による序文
　　　　『万葉集』より数世紀前の、中国の『文選』の影響
　　　　梅、蘭いずれも中国の原産
　　　　→逆に中国の文化を如何に強く受けているかを証明するもの
　　　　→中国、朝鮮の影響を受けて日本独自の文化を作り上げてきたとすれば良いのにことさら
中国文化との断絶、日本文化の固有性を強調する
　　　　→近代の元号の中で最も濃く一内閣の政局色の強い元号、元号の「私物化」
　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「中島三千男〈代替わり〉関連著作目録」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 １　第１段階
①1985年3月　「近代天皇制国家と祝祭－1928年<昭和3>の<御大礼>と神奈川県民」（金山浩、小島健一、丸山由美子と共著、『日本文化－その自覚のための試論』、神奈川大学人文学会編、神奈川新聞社、）
②1985年11月　「天皇と国民統合」（『講座日本歴史13　歴史における現在』（歴史学研究会・日本史研究会編、東京大学出版会）
　　　③1986年9月　「天皇の代替わりと国民統合」（『日本の科学者』Ｖ21、Ｎ9）
④1987年4月　「高松宮死去と戦後の皇族の葬儀」（『婦人通信』329号）
⑤1987年8月　「戦後皇族葬儀考－戦後史における皇族と国民」（『日本史研究』300号）
⑥1988年3月　「大正天皇の大喪と国民」（土肥昭夫・戸村政博編『天皇の代替わりとわたしたち』、日本基督教団出版局、）
⑦1988年3月　「天皇の代替わり」を考える（『月刊憲法運動』88年3月号、憲法会議、同時に高村義和名で『前衛』560号〈1988年3月、日本共産党〉に転載、さらに『季刊　労働者教育』第65〈1988年11月、労働者教育協会〉に転載）
⑧1988年8月　「代替わりと国民統合」（歴史学研究会・日本史研究会他編、『Ｘデ－問題と現代天皇制』、青木書店）
⑨1988年9月　「近代天皇制支配における儀式の問題について」（『近代天皇制を問う-宗教批判の立場から-』、日本キリスト教団神奈川教区ヤスクニ問題小委員会、基地自衛隊問題小委員会。
⑩1988年11月　「プレ・〈代替わり〉をどうみるか」（『季刊・労働者教育』第65号、「特集天皇・天皇制問題」、労働者教育協会）
⑪1988年12月　「記帳熱からシラケ－三か月の意識の変化を追う」（『朝日ジャーナル』12月23・30日合併号）
⑫1989年2月　「89年1月7～9日（Ｘデー）をどのように見るか」（『平和と民主主義』491号、憲法擁護国民連合・日本社会党他）
　⑬1989年3月　「天皇〈代替わり〉報道の明治・大正・昭和の比較」（『新研かわら版』116号、朝日新聞労働組合本部新聞研究委員会、1989年3月）
⑭1989年4月　「天皇の〈大喪の礼〉をめぐてって」（『図書館だより』、神奈川大学
図書館、1989年4月）
⑮1989年8月　「天皇の代替わりを考える」（岩井忠熊・岡田精司編『天皇代替わり儀式の歴史的展開』、柏書房、）
⑯1989年9月　「天皇の即位儀礼をめぐる諸問題」（高村義和名で『前衛』579号）
⑰1990年3月　「近現代の即位儀礼と国民統合」（歴史学研究会・日本史研究会他編、『<即位の礼>と大嘗祭』、青木書店）
⑱1990年3月　「天皇の即位儀礼と地方自治」（高村義和名で『暮らしと政治－議会と自治体』、日本共産党）
⑲1990年11月　『天皇の代替わりと国民』、青木書店）
ハーバート・ビックス（吉田裕監修）『昭和天皇』（上巻、2001ピ
ュリッツア－賞受賞作品、2002年7月、講談社）において、上記の単著から長文の引用・紹介がなされる。
　　　⑳1990年11月　「現代天皇制に関する2,3の問題」（『法律時報』768号）
　２　第２段階
　　　1995年12月　「中島三千男　第21回口頭弁論証人速記録」即位の礼大嘗祭違憲
訴訟・東京
　1997年10月　「中島三千男氏　第1回証人尋問集」（『私たちが主権者』PART20、
　　　　　　　　　　　第25回口答弁論、即位礼・大嘗祭違憲神奈川住民訴訟の会（「バ
　　　　　　　　　　　ンザイ訴訟の会」
　　　1998年2月　「中島三千男氏　第2回、第3回証人尋問集」（『同上』PART21、第
26回、第27回口頭弁論、同上）
　３　第３段階
2002年7月　「明治天皇の大喪と帝国の形成」（『岩波講座　天皇と王権を考える　第5巻　王権と儀礼』、）
2005年3月　「明治天皇の大喪と台湾－代替わり儀式と帝国の形成」（『歴史と民俗』第21巻、平凡社）
　　　2005年12月　「近代の皇室儀式における英照皇太后大喪の位置と国民統合」
　　　　　　　　　　　（小園優子氏と共著、『人文研究』157号、神奈川大学人文学会）
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